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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文はモルフィンに類似した新規鎮痛剤の合成とその構造決定を主眼としたものである｡
従来 N-aly1-3,4-dialkyL1,2,5,6-tetrahydropyridineを Lewis酸により閉環して,N-aly1-6,7-
benzomorphanを得る反応が,鎮痛剤合成に応用され,かなりの成果を挙げて来た｡著者は上記閉環原料
のN位置換基である alyl基に代えて,3,3′-dimethylalyl基をN位に置換した原料を用いて,同様に
Lewis酸による閉環反応を試みたところ,従来のような 6,7｣〕enzomorphan塑化合物は得られず,新規
の4環性化合物 (Ⅰ)を得た｡(i)の構造は,スペクいレ法では解明できないため,Ⅹ線構造解析を行な
い,1,2,3,4,5,6-hexahydr0-6,ll,12,12-tetramethyL2,6-methan0-3,ll-propano-3-benzazocine(Ⅱ)
であると決定した｡(Ⅰ)は mOrphineより劣るが,pentazocineの約2倍の鎮痛効果を有している｡
上述のように,Lewis酸による閉環反応により,benzomorphan誘導体を得るか,新規4環性化合物
(I)を得るかほ,閉環原料であるtetrahydropyridineのN位置換基によるもので,alyl基であれば前者
を得,dimethyl置換 alyl基であれば後者を得るのであるが,この理由を超共役による電子配置で説明
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した｡
更にこの理論に従って,Lewis酸による閉環反応を,Azabicyclo誘導体合成に応用し,従来法を著し
く改良した｡
なお合成した新規化合物をモルフィンと比較しつつ,構造活性相関を論じた｡
以上の成果は,医薬品合成化学分野において,貢献するものである｡
よって,本論文は薬学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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